
























































局本（1896 年）、愼記書莊本（1897 年）、湖南実学書局本（1898 年）などが続刊され、1907 年に



























　本稿では、『西遊見聞』（1895 年）を中心に、兪吉濬の文明社会構想 12 に見られる近代啓
蒙思想の受容と変容について分析する。とりわけ、福沢諭吉やスコットランド啓蒙思想と
の関連性に注目する。『西遊見聞』は 1880 年代の改革・開放の時勢に対応した兪吉濬の悩
6　PaulB.Trescott, “Scottishpolitical economycomes to theFarEast: theBurton-Chambers
PoliticaleconomyandtheintroductionofWesterneconomicideasintoJapanandChina,”History 
of Political Economy21:3（DukeUniversityPress,1989）.














12　『西遊見聞』は 1895 年に出版されたが、草稿は 1889 年春に仕上げられている。したがって 1880
年代における兪吉濬の文明社会構想が示されているテクストである。



























13　ChristopherBerry, “ScottishEnlightenment,”Routledge Encyclopedia of Philosophyvol.3
（London:Routledge,1998）,p.327；이종흡「스코틀랜드啓蒙主義와資本主義的社会秩序」『英国研





























































　　Vanityandselfishnessmaysometimesmisleadat thecommencement. It isnot
impossible, indeed, to followoutprofitablyacareerof injusticeandwrong;but






























































































































































































































































































































































































































　　Inall societies of humanbeings there arecommon peculiarities of character, 






























































































































































































































は、HenryWheaton,Elements of International Law）や『富国策』（1880 年）（原著は、
HenryFawcett,Manual of Political Economy）で「state」の訳語として採用された。幕
末期の日本では「state」は「国」「国家」「邦国」「政府」など種々の用語で訳されたが、


























































































































＊本稿の韓国語版は『槪念과疏通』第 23 号（翰林大学翰林科学院、2019 年6月）に掲
載されている。
